
会長　梅村　良輔さん
不順な天候が続きますが、皆様
いかがお過ごしでしょうか。
国政のほうも相変わらず混迷の
度合いを深めております。民主党
の代表選も今月29日の投開票と迫
っており、現在6名の候補者が予想されており
ますが、いずれにしてもどなたが首相、内閣
総理大臣になられても、まず東日本大震災の
復興第一、原発のさまざまな処理、日本を包
む不況ムード対策等々、問題が山積している
今日、現実的でスピーディーな対応が迫られ
ております。又、外交面でも世界へ対しての
意志疎通の遅れを一刻も早く取り戻してもら
いたいものです。
さて、先週8月17日の第2740地区岩永信昭ガ

バナー公式訪問例会は無事に終了いたしまし
た。皆様のご協力に感謝申しあげます。
ご報告がございます。8月18日、当クラブの

名誉会員・米海軍佐世保基地司令官、新任の
Charles
チ ャ ー ル ズ

W. Rock
ロ ッ ク

氏（米海軍大佐）に、名誉会員
の推戴状を差し上げてまいりました。ご本人
気持ちよく受理していただきました。
もう一点名誉会員の件ですが、パスト会長

会を開催していただき、ご意見をお伺いし、
理事会でも承認いただきました、佐世保市長
朝長則男氏を当クラブの名誉会員としてお迎
えすることになりました。明日8月25日に推戴
状を持参いたすことになっております。これ
で当クラブの名誉会員は4名になります。

3000回記念例会まであと8回になりました。
組織も決まり、会員の皆様の心を一つにして
参りましょう。

○ロータリーソング「我らの生業」
○卓話者
海上自衛隊　第2護衛隊群司令
海将補　　淵之上英寿様
司令副官　江嶋　孝浩様

副幹事　芹野　隆英さん

１．国際ロータリー日本事務局　経理室
9月ロータリーレートのお知らせ
1ドル＝78円（現行80円）です。

２．第2740地区ガバナー 岩永　信昭さん
ガバナー公式訪問のお礼状が届きました。

３．第5グループガバナー補佐
山本　浩平さん

第5・6グループ IM開催日変更のお知らせ
開催日／2012年1月28日貍
詳細につきましては、決まり次第お知ら
せ致します。

４．地区新世代統括委員会
委員長　増G幸一郎さん

地区インターアクト委員会
委員長　草野　幸子さん
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2011～2012年度 R.I.会長 カルヤン・バネルジー（インド・バピRC） 
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2011-2012年度インターアクト、ロータリアン
と顧問教諭との意見交換会ご案内
日時／2011年10月30日豸 11時～14時
会場／東彼杵総合会館　教育センター2階

大会議室にて
出席対象者／RCインターアクト委員長及び委

員、インターアクトクラブ顧問教
諭、地区インターアクト委員会

５．第2740地区ガバナー事務所
地区ホームページ更新のお知らせ
8月22日です。

出席・例会委員会 委員長 高橋　理一さん
○観月例会のご案内
日時／2011年9月14日貉

18:30より
場所／富士国際ホテル

○3000回例会のご案内
日時／2011年10月22日貍　18:30より
場所／九十九島観光ホテル

米倉洋一郎さん
第1回 朗遊会を下記の通り開催

致します。皆様こぞってのご参加、
よろしくお願い致します。
日時／2011年8月27日貍

11:30 スタート
場所／佐世保カントリー倶楽部

浦里　和弘さん
映画「エクレール・お菓子放浪記」
上映協力のお願い
終戦直後、お菓子を心の糧に精
一杯前を向いて生き抜いた孤児
の物語です。
佐世保地区では、
10月5日貉アルカスSASEBOイベントホール
10月6日貅広田地区公民館

10月7日貊相浦公民館
で上映されます。
協力券は1枚1,000円で、その一部を東日本

大震災で親をなくした子ども達に支援金とし
て贈られます。

親睦活動委員会　大野　高広さん
○結婚記念月のお祝い
松本　英介・澄子様ご夫妻（5日）
玉野　哲雄・貞子様ご夫妻（13日）

親睦活動委員会　中川　知之さん

梅村　良輔会長、米倉洋一郎副会長
芹野　隆英副幹事、福田　金治さん
高橋　理一さん、田中丸善保さん
富永　雅弘さん、有薗　良太さん
中村　徳裕さん、遠田　公夫さん
中島　祥一さん
海上自衛隊 淵之上英寿様の卓話に期待して。

田中丸善弥幹事
大変残念ですが、例会を失礼させて頂きま

す。会長の命を受け、ラホヤRC ロン・ジョー
ンズ会長宛へ、来る「3000回例会 60年を歩む
会」のご案内状をお渡しに参ります。
梅村会長、会員の皆様、申し訳ありません。

副島　正義さん
誕生祝いありがとうございます。

玉野　哲雄さん
結婚記念日のお祝いありがとうございます。
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朗 遊 会 よ り

その他の報告



松本　英介さん

棄
き

恩
おん

凸「ナニ、8月の…、そりゃさぞかしおあつい
ことで…。」
凹「イエ、今はよーく冷えています。もう間
もなく冷たくなります。」

『東日本大震災における
海自の災害派遣活動』

海上自衛隊　第2護衛隊群司令

海将補　淵之上
ふ ち の う え

英寿
ひでとし

様

本年3月11日 14時46分に発生した「東日本大
震災」において、被災された皆様には心よりお
見舞い申しあげます。

１．はじめに
3月11日以降、海災部隊指揮官（横須賀地方総
監）の指揮のもと、第2護衛隊群司令部は現場部
隊として、延べ59日間、東北の沖から被災地へ
の支援を実施しました。洋上にいたために、メ
ディア取材の機会は限られていたことから、国
民の目にあまり触れる機会のなかった海上自衛
隊、その活動の一部を紹介します。

２．発災時からの活動状況
（1）捜索救助活動
3月11日、佐世保停泊中の護衛艦は艦長所定

で出港準備を開始しました。第2護衛隊群司令
部は護衛艦「くらま」（HS3機搭載）に乗艦、東
北沖へ向かいました。
艦艇が所在している全国の基地から、大小の

艦艇が出港しました。青森、岩手、宮城、福島
沖に約60隻（搭載HS17機）が集まり、災害派遣
活動を開始しました。
第2護衛隊群の担当エリアは、女川沖から日

立沖までであり、兵力は護衛艦、訓練支援艦、

海洋観測艦等13隻を割り当てられました。
HS等で確認した被害状況から、活動の重点は
主として相馬港付近、石巻湾、牡鹿半島、女川
付近となりました。
沿岸から沖合にかけて、家屋、コンテナ、漁

船等が多数漂流していました。生存者の有無を
確かめるべく、HSを飛行させ漂流物の位置を艦
艇へ通報、艦艇は漂流物へ近づき、呼びかけ、
内火艇(搭載している小型船)を下ろして生存者
の確認を繰り返しました。
また、HSをフルに活用し、津波の影響を受け
た沿岸部、道路が寸断された、いわゆる孤立化
地域、離島の被害状況等の調査・確認（情報収
集）、上空から人影が認められた近傍の空き地
へ着陸、被災者の方々の状況を確認、必要な支
援内容を聞き出し、可能な限り速やかに支援に
応じる作業を繰り返し実施しました。

（2）支援物資等の輸送

報道内容とは裏腹に、離島を任された洋上司
令部では「どこ」に「何が」集積されているの
か全く情報が得られない状況でした。未曾有の
被害、電話は途絶、車両・道路は限られた範囲
での移動、地方自治体関係者も被災者といった
状況では、オンデマンドの情報入手は期待でき
ないことを痛感しました。対応として、隊司令
を陸上へ派出、様々なところに出向かせ、支援
物資の集積場所を確認、関係者との物資輸送の
調整を実施させました。

（3）医療支援

高齢者が比較的多い地域もあり、かかりつけ
の病院等への交通手段の目処がたたない、停電
等の影響で病院の機能を満足に発揮できない状
況が続きました。海自は移動衛生班（医療支援
チーム）を展開させ、毎日、地域を変え避難所
へ出向き、患者に応じた処置、薬の提供、医療
相談等に応じました。

（4）入浴支援

離島等から被災者をLCAC（又は搭載艇）で輸
送艦（又は潜水艦救難艦、掃海母艦）へ輸送す
る手段が採られることとなりました。寒風の吹
く洋上にあっても、湯ざめ防止を図り、簡易な
健康診断の提供等も併せて実施できました。

（3）

卓　　話

ニコニコボックス 本日合計 15,000円

累　　計 197,000円
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（今週の担当：有薗　良太）
（カメラ担当：中村　徳裕）

クラブ会報委員会 委 員 長 中村　徳裕　　委　員 松本　由昭・大野　高広
副委員長 有薗　良太　　 久富　洋一・佐藤　丈治

＊次回例会予告＊

卓話予定者（会員） 中川　知之さん
「私の趣味（ウイスキー）」

３．特筆すべきこと
被災地の自治会の活動について紹介します。
支援物資の要望を聞き取る際、まとまりのあ

る自治会からは明確な要望があり、その種類、
量にぶれはありませんでした。要望された物資
を運ぶと、自治会で管理し必要量を住民に配布、
命をつなぐため集団での炊き出し、飲料水の管
理等、避難所が機能的に運営されていました。
今回のような大規模震災では、被災地の自治

体が機能するまでに相当の時間を要します。災
害派遣で現地へ派出された自衛隊の受け皿（窓
口）は、地域コミュニティーの最小単位（自治会）
にならざるを得ません。地域コミュニティーが
確立されていれば、必要物資の支援も効果的に
行えることを、生きた例で示していただきまし
た。戦前・戦中・戦後を生き抜いてこられた日
本人の立派な姿勢・リーダーシップを目にする
ことになりました。

４．おわりに
発災後、現地で遭遇した被災者の方々からは、
あるがままを受け容れ、明日を睨んで復興に立
ち上がっておられる逞しい姿勢を感得できまし
た。被災者であっても支援に出向いた自衛官に
対して毎回のごとく折り目正しくお礼を繰り返
しておられました。その姿勢からは、人として
忘れてはならない「徳」「品性」を教えていた
だいた気持ちになりました。
お礼の言葉を頂いて、現地の方々のために少

しでもお役に立てればといった気持ちを抱き続
けた艦艇乗組員・搭乗員には人のもつ「慈愛」
を見て取れました。
総じて、いろいろと言われていますが、この

国の伝統を感じさせる日本人の秘めているパワ
ーは計り知れないと心強く感じた次第です。

※紙面の都合上、一部割愛しております。

国際ロータリー第2740地区
岩永信昭ガバナー公式訪問事前懇談会（8月17日）

名誉会員 米海軍佐世保基地司令官
チャールズ Ｗ. ロック大佐へ推戴状をお持ちしました。

（8月18日）


